
教育センターだより 
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「アンラーン」 
 「アンラーン」という言葉をよく耳にします。自分が身に付けた知識や常識を壊し、学

び直すことです。ここでの主語は「自分」です。 

授業改善では、（教師が）教える授業から（子供たちが）学ぶ授業への転換を図ってい

ます。主語を「教師」から「子供たち」へ変えることが大きな転換となります。この転換

は、教師のアンラーンが鍵を握ります。 

明日の授業を考えるとき、主語が子供たちになっているかを問い返し、近くの同僚に相

談することからアンラーンは始まります。さあ、自分から問いかけませんか？ 

 

図書館教育研修会 

期日：令和５年１０月２０日（金）場所：砺波東部小学校 

講師：児童文学評論家 赤木 かん子先生 

 

 

 

 

 

ICT活用研修会（学習者用デジタル教科書活用） 

期日：令和５年１０月２６日（木）場所：鷹栖小学校 

講師・放送大学 教授 中川 一史 先生 
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「霜月」 

霜が降りる月 

 

研修のあしあと 

 昨年度は、理論を

学び今年度は実際に

参加者と一緒に「自

然科学」の棚をつく

りました。子供たち

は、「知的でかっこい

い」図書館に魅力を

感じるそうです。 

 学習者用デジタル教科書を活

用した授業研究会を実施しまし

た。中川先生からは、先進校の

事例を紹介していただきながら、

「ノート」の意味や「教科書」

の意味等、これまでの当たり前

を問い直していくことが必要で

あると教えていただきました。 

 

 



第２回保認幼ミドルリーダー研修会 

期日：令和５年１０月３日（火）場所：砺波市役所 

 

 

 

 

第３回ＩＣＴ活用委員会 

期日：令和５年１０月５日（木）場所：般若中学校 

 

 

 
 

 
初任者・２年次教員合同研修会 

期日：令和５年１０月２４日（火）場所：砺波まなび交流館 

 

 

 

 

 

 

創意工夫賞 
庄南小学校 ２年 山原ひまり  

「お花ばたけみたいなおうちにすみたい！お花長もち大さくせん」 

研究努力賞 
鷹栖小学校 ３年 浦島 きせ 

「ひびけ とどけ どこへ行く？私の声」 

創意工夫賞 
南部小学校 ６年 東 愛優歌  

「ひらひらまう紙のひみつを探せ！part３～形状の変化と落下時間の関係を調べよう～」 

研究努力賞 
庄西中学校 ３年 大川 愛桜 

「目指せ！究極のスピーカー～主観・客観評価の組み合わせによる検証～」 

研究努力賞 

最優秀賞 

日本学生科学賞  

庄西中学校 ２年 山本 博晶 

「チューリップの授粉と成長 チューリップを追え！ part ３」 

各園、所の環境について情

報交換し、互いの園等の工夫

について知りました。ミドル

リーダーとして、自ら動くこ

とはもちろん、若手の先生方

をどのように巻き込み、チー

ムで活動するかということ

も話し合われました。 
 

  

富山県科学展覧会 受賞おめでとうございます 

 

ＩＣＴ活用実践

例は、教育センタ

ーＨＰにアップし

てあります。どの

ように活用したら

よいか、各校の委

員に問いかけてく

ださい。 

２年次の先生に、

初任からこれまでの

成長のきっかけをキ

ーワードにしてもら

いました。最も多か

ったのは、「まねる」

「先輩」でした。人

の成長に「人」は欠

かせないですね。 



 


